
＊礼拝中、起立がご無理な方は、着席のままどうぞ。＊◦は祈祷当番の方。＊①は朝第1礼拝、②は朝第2礼拝、夕は夕礼拝。 

２０２５年８月３１日（日） 日本基督教団 大宮教会 
大宮教会ビジョン 
「すべての人を喜びあふれる神の家族へ」 

‐聖書の御言葉に生きる共同体を造り上げる‐ 
 （マタイによる福音書28：19～20） 

朝 第 １ 礼 拝 9:00～10:00  

朝 第 ２ 礼 拝 10:30～11:45     

<神 の 招 き >  
前 奏 ① 主よ、われ汝に望みをおく        パッヘルベル 

② 主よ、み言葉でお守りください      ベーム 

招 き の 詞 イザヤ書２：２～５ 

交 読 詩 編  １２８：１～６ 
讃 美 歌 ２０ 

<神 の 言 葉 > 

聖 書  ダニエル書７：１～１４ 

          (旧約 聖書協会共同訳1372頁) 

        マルコによる福音書１４：５３〜６５         

(新約 聖書協会共同訳92頁) 

祈 祷     

讃 美 歌  ５２ 

説 教 「あなたにとってイエスとは」 

熊江秀一牧師 

祈 祷            

黙 想 

讃 美 歌 ２９４ 

<神への応答> 

使 徒 信 条 

献 金 

主 の 祈 り   

宣 教 報 告② 

頌 栄 ２８ 

派遣と祝福 
後 奏 ① 我は汝に望みをおきたもう       バッハ 

② 主なる神よ、我はほめたたえます     クレプス              

宣 教 報 告① 

サテライトチャーチ植竹礼拝 10:30～11:30  

        

夕 礼 拝 18:00～19:00    

<神 の 招 き > 

前    奏  いと高きところに神に栄光あれ  テレマン    

招 き の 詞 イザヤ書２：２～５ 
交 読 詩 編 １２８：１～６ 
讃 美 歌 ６ 

<神 の 言 葉 > 

聖 書 申命記６：１〜５ 

         (旧約 聖書協会共同訳275頁) 

     マルコによる福音書１２：２８〜３４             

(新約 聖書協会共同訳86頁) 

祈 祷     

讃 美 歌 １５１ 

説 教 「神の国から遠くない」 

佐藤潤伝道師 

祈 祷          

黙 想 

讃 美 歌  ３６１ 

<神への応答> 

使 徒 信 条 

献 金 

主 の 祈 り 

宣 教 報 告 

頌 栄  ２５ 

派遣と祝福 

後 奏 主よ、我は汝により頼む      パッヘルベル                     

ワーシップ (賛美礼拝)１４：００〜１５：００ 
説教「キリストの平和」熊江秀一牧師 
エフェソの信徒への手紙２:１４～１８ 

賛美：鹿のように、さぁ賛美しよう、父の涙、主
の前にひざまずき、Peace of Christ、主の祈り、
主は良いお方、永遠にあなたと他 

次週の礼拝（9月7日）聖餐式 

① ９：００、②１０：３０夕１８：００  
説教「ペトロの弱さ」熊江秀一牧師 

創世記４：８～１５、 
マルコによる福音書１４：６６～７２ 

 交読詩編９０：１～１２  
①②夕讃美歌２１、５３(奉唱II-９９)、１９７、７８、２８ 

聖霊降臨節第 13 主日 

 

今週の御言葉 
(マルコ14：61b～62)  
そこで、重ねて大祭司
は尋ね、「お前はほむべ
き方の子、メシアなの
か」と言った。イエス
は言われた。「私がそれ
である。あなたがた
は、人の子が力ある方
の右に座り天の雲に乗
って来るのを見る。」 

 



■今週の祈祷課題■ 独り祈る時、共に祈る時にお覚えください。 

１. キリストの体なる教会が豊かに形成される為に ２. 東日本大震災と能登半島地震の被災者の為に   

 ３. ９月の宣教の為に ４．関連幼稚園の２学期の為に ５．牧師・伝道師の為に 
 ６．イスラエルとパレスチナ、ウクライナ、世界の平和の為に ７. 病気の兄姉の為に 

＊関東教区お祈りカレンダー  足利東教会  佐野教会  鹿沼教会  

◇先週の説教より 「教会はキリストの体」エフェソの信徒への手紙１：１５〜２３、詩編１１０：１   佐藤潤伝道師 

私たちの「心の目」を照らし、キリストに示された神

の絶大な力を悟らせてくださるようにとパウロは神

に祈り願っています。その絶大な力とは、主イエスを

死から復活させ、天に上げられ、神の右に座らせ、こ

の世の見えるもの見えないもの全てのものを支配し

ている力です。この全てを支配されている主イエス

を、神は教会の頭として与えてくださいました。 

 教会は人の努力や集まりから始まったのではあり

ません。主イエスが頭に据えられてこそ、初めて教会

は「キリストの体」とされるのです。イエスが神の右

の座にあることと、教会の頭であることは密接に繋

がっています。 このことは、ペンテコステの出来事

と関連しています。聖霊を注がれた使徒たちは、力を

受けて福音を伝え、やがてその福音がこの大宮の地

にも届きました。こうして生まれた大宮教会もまた、

主イエスを頭とする「キリストの体」です。 

教会は確かに弱く罪深い者が集う不完全な共同
体です。しかし同時に、「すべてにおいて満ちてお
られる方」が満ちている場所でもあります。教会
は、頭である主イエスの恵みと愛に満ちあふれて
いるところです。今も天におられる主イエスが、
聖霊を通して私たちの教会に恵みと愛を注ぎ込
んでくださっています。 

 教会に招かれている私たち一人ひとりは、主イ
エスに結びつき、それぞれ与えられた賜物をもっ
て「キリストの体」をかたち造っていく役割を担
っています。信仰と愛を土台に一致して、受け継
ぐべき神の国を待ち望む希望に生き、その姿を通
して神の栄光を現すのです。 

「教会は主キリストの体にして、恵みにより召さ
れたる者のあつまり」です。恵みによって招かれ
ている私たちは、聖霊の働きによって、頭なるキ
リストに結びつき、大宮教会を「キリストの体」
としてかたち造り、神の栄光をこの世に証しして
いくのです。 

 


